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掲載イメージ（計画策定当初） 

 

 
 

注１：対策内容が空欄（未設定）の施設のうち、資産の総合評価結果が見直しであるものや、計画期間内に対策時期を迎えるなど、早急に対策内容の設定を要する施設ついては網掛け（黄色）で示します。 

注２：対策時期には、対策内容や取組予定を検討するための目安として、計画期間内に築後３０年を迎える年度や耐用年限などを網掛けで示します。賃借やＰＦＩ等により整備した市が所有していない施設については

契約更新時期を示すなど、施設の実情等を踏まえ対策時期を設定します。【凡例：黄色…築後３０年（以降は１０年毎に表示）、赤色…耐用年限（耐用年数超過の施設は計画期間の初年度に表示）や使用目標年度】 

注３：取組予定には、対策内容の設定にあたって検討した、計画期間内に実施を予定している事業内容（劣化度調査や設計を含む）や、概算額（千円単位）を年度毎に示します（各年度の取り組みは網掛けで表示）。 

注４：各年度の予算・決算時などに、対策の進捗状況を整理し、事業内容や決算額（千円単位）を記録して対策リストを更新するとともに、市ホームページで公表します。  

H30(2018) H31(2019) H32(2020) H33(2021) H34(2022) H35(2023) H36(2024) H37(2025) H38(2026) H39(2027)
No. 施 設 名 施　設　概　要 対 策 内 容

計　画　期　間
備　考

年       度

内　容 劣化度調査 実施設計 大規模改修

H3 使用目標年度 H63 (概算額) 5,000 16,000 320,000

26 法定耐用年限 H53 内　容

(決算額)

内　容 劣化度調査 実施設計 大規模改修

S56 使用目標年度 H53 (概算額) 5,000 23,000 469,000

36 法定耐用年限 H43 内　容

(決算額)

内　容 劣化度調査 実施設計 大規模改修

S63 使用目標年度 H60 (概算額) 5,000 13,000 267,000

29 法定耐用年限 H50 内　容

(決算額)

内　容 劣化度調査 実施設計 大規模改修

H3 使用目標年度 H63 (概算額) 5,000 16,000 338,000

26 法定耐用年限 H53 内　容

(決算額)

内　容 劣化度調査 実施設計 大規模改修

S54 使用目標年度 H51 (概算額) 5,000 19,000 392,000

38 法定耐用年限 H41 内　容

(決算額)

内　容

H4 使用目標年度 - (概算額)

25 法定耐用年限 H54 内　容

(決算額)

内　容 劣化度調査 実施設計 大規模改修

H3 使用目標年度 H63 (概算額) 5,000 16,000 362,000

26 法定耐用年限 H53 内　容

(決算額)

内　容 基本設計 実施設計 大規模改修 集約化

H5 使用目標年度 - (概算額) 10,000 16,000 400,000 （供用開始）

24 法定耐用年限 H55 内　容

(決算額)

内　容 実施設計 解体工事

S47 使用目標年度 - (概算額) 20,000 300,000

45 法定耐用年限 H34 内　容

(決算額)

内　容

H16 使用目標年度 H76 (概算額)

13 法定耐用年限 H66 内　容

(決算額)

築後４０年

築後３０年

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 5,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

対 策 時 期

1 ＡＡＡＡＡ

施 設 所 管 課 ○○課

計画的保全の取り組みにより
施設の長寿命化を図る。

継続利用：継続（計画的保全対象）

築後３０年

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 5,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

3 ＣＣＣＣＣ

施 設 所 管 課 ○○課

計画的保全の取り組みにより
施設の長寿命化を図る。

継続利用：継続（計画的保全対象）

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 5,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

2 ＢＢＢＢＢ

施 設 所 管 課 ○○課

計画的保全の取り組みにより
施設の長寿命化を図る。

継続利用：継続（計画的保全対象）

計画的保全の取り組みにより
施設の長寿命化を図る。

継続利用：継続（計画的保全対象）

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 5,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

4 ＤＤＤＤＤ

施 設 所 管 課 ○○課

計画的保全の取り組みにより
施設の長寿命化を図る。

継続利用：継続（計画的保全対象）

築後３０年

築後４０年
所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 5,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

対 策 時 期

5 ＥＥＥＥＥ

施 設 所 管 課 ○○課

7 ＧＧＧＧＧ

施 設 所 管 課 ○○課

計画的保全の取り組みにより
施設の長寿命化を図る。

継続利用：継続（計画的保全対象）

大規模改修又は建替えのタイミングで隣接する○
○公民館との類似機能の統合を図るべき。

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 200㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

6 ＦＦＦＦＦ

施 設 所 管 課 ○○課

継続利用：当面継続

対 策 時 期

継続利用：当面継続

築後３０年

【複合施設】○○公民館

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 200㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

対 策 時 期

本施設は近隣の類似施設ＨＨＨＨＨへ集約化
することとし、H３７年度に施設解体、Ｈ３８年度
に跡地売却を予定。

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 200㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

9 ＩＩＩＩＩ

施 設 所 管 課 ○○課

再配置計画（Ｈ３０年３月策定）
に基づき、Ｈ３７年度を目途に
ＨＨＨＨＨとの集約化を実施

継続利用：当面継続

本施設は近隣の類似施設ＩＩＩＩＩを集約化
することとし、H３６年度に現地建替え、Ｈ３７年
度に供用開始を予定。

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 200㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

対 策 時 期

8 ＨＨＨＨＨ

施 設 所 管 課 ○○課

再配置計画（Ｈ３０年３月策定）
に基づき、Ｈ３７年度を目途に
ＩＩＩＩＩとの集約化を実施

築後３０年を迎えるＨ４６年度を目途に大規模改修
の実施を予定。

【複合施設】○○図書館

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 200㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

10 ＪＪＪＪＪ

施 設 所 管 課 ○○課

計画的保全の取り組みにより
施設の長寿命化を図る。

継続利用：継続（計画的保全対象）

対 策 時 期

対 策 時 期

対 策 時 期

対 策 時 期

対 策 時 期

築後３０年

築後３０年

耐用年限

跡地売却

対策内容や取組予定を検討するための目安として建築年度からの経過年数に応じ、

「築後 30年」や「築後 40年」、「耐用年限」といった『対策時期』を設定。 

計画期間内に対策時期を迎える施設は、当該期間での対策の実施を基本とする。 

計画的な保全により長寿命化を図る施設については『対策内容』の設定とともに、

『取組予定』に大規模改修など（劣化度調査・実施設計を含む）、各年度に実施を

予定している事業内容及び概算額を示す。 

また、法定耐用年数を超える長寿命化の目標として、築後６０年を基本とした『使

用目標年度』を設定（躯体の状態が良い等の場合は、６０年以上の使用を目指す）。 

『備考』には資産の総合評価で示した所見の他、計画期間以前に行われた

取り組み、対策時期に対策を実施しなかった理由など、次期計画期間への

引継事項を記載。 

施設単位で順次策定する（仮称）再配置計画など

公共建築物の管理等に関する取り組みの状況を、 

随時、対策リストへ反映し、『対策内容』を設定

するとともに、『取組予定』を示す。 

個別施設毎の対策を着実に推進するため、対策リストを活用した進捗管理を行う。 

各年度の予算・決算時などに進捗状況を記録して対策リストを更新、公表する。 



 

掲載イメージ（計画期間終了時） 

 

 
 

注１：対策内容が空欄（未設定）の施設のうち、資産の総合評価結果が見直しであるものや、計画期間内に対策時期を迎えるなど、早急に対策内容の設定を要する施設ついては網掛け（黄色）で示します。 

注２：対策時期には、対策内容や取組予定を検討するための目安として、計画期間内に築後３０年を迎える年度や耐用年限などを網掛けで示します。賃借やＰＦＩ等により整備した市が所有していない施設については

契約更新時期を示すなど、施設の実情等を踏まえ対策時期を設定します。【凡例：黄色…築後３０年（以降は１０年毎に表示）、赤色…耐用年限（耐用年数超過の施設は計画期間の初年度に表示）や使用目標年度】 

注３：取組予定には、対策内容の設定にあたって検討した、計画期間内に実施を予定している事業内容（劣化度調査や設計を含む）や、概算額（千円単位）を年度毎に示します（各年度の取り組みは網掛けで表示）。 

注４：各年度の予算・決算時などに、対策の進捗状況を整理し、事業内容や決算額（千円単位）を記録して対策リストを更新するとともに、市ホームページで公表します。 

H30(2018) H31(2019) H32(2020) H33(2021) H34(2022) H35(2023) H36(2024) H37(2025) H38(2026) H39(2027)
No. 施 設 名 施　設　概　要 対 策 内 容

計　画　期　間
備　考

年       度

内　容

H2 使用目標年度 H62 (概算額)

37 法定耐用年限 H49 内　容

(決算額)

内　容 実施設計 解体工事

- 使用目標年度 - (概算額) 16,000 400,000

- 法定耐用年限 - 内　容 実施設計 解体工事

(決算額) 16000 322,555

内　容 基本設計 実施設計 現地建替え 集約化

H38 使用目標年度 H98 (概算額) 10,000 16,000 400,000 （供用開始）

1 法定耐用年限 H88 内　容 基本設計 実施設計 現地建替え 現地建替え 集約化

(決算額) 10000 16000 394,444 36,000 （供用開始）

内　容

H16 使用目標年度 - (概算額)

23 法定耐用年限 H66 内　容

(決算額)

内　容 劣化度調査 実施設計 大規模改修

H3 使用目標年度 H63 (概算額) 5,000 9,000 196,000

36 法定耐用年限 H50 内　容 劣化度調査 実施設計 大規模改修

(決算額) 5,666 11,000 205,300

内　容 指定管理者

- 使用目標年度 - (概算額) 選定

- 法定耐用年限 - 内　容 指定管理者

(決算額) 選定

内　容

S58 使用目標年度 H55 (概算額)

45 法定耐用年限 H42 内　容

(決算額)

内　容 基本設計 実施設計 大規模改修

Ｈ34 使用目標年度 Ｈ94 (概算額) 10,000 16,000 400,000

5 法定耐用年限 Ｈ84 内　容 基本設計 実施設計 大規模改修

(決算額) 9,000 20,000 396,660

内　容 実施設計 修繕（空調）

H11 使用目標年度 H71 (概算額) 4,000 100,000

28 法定耐用年限 H58 内　容 実施設計 修繕（空調）

(決算額) 3,900 101,001

内　容 大規模改修

H4 使用目標年度 H64 (概算額) 200,000

35 法定耐用年限 H51 内　容 大規模改修

(決算額) 199,800

跡地売却

跡地売却

供用開始

供用開始

Ｈ２８年度に劣化度調査、Ｈ２９年度に実施設計を
実施済み。

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 4,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

10 ＴＴＴＴＴ

施 設 所 管 課 ○○課

計画的保全の取り組みにより
施設の長寿命化を図る。

継続利用：継続（計画的保全対象）

築後３０年を迎えるＨ４１年度を目途に大規模改修
を実施予定。

【複合施設】○○センター

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 3,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

Ｈ３１年５月に策定した再配置計画に基づき、大規
模改修に合わせて複合化事業を実施。

【複合施設】○○センター、○○図書館

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 5,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

施 設 所 管 課 ○○課

再配置計画（Ｈ３１年５月策定）
に基づき、Ｈ３５年度を目途に、
○○図書館との複合化を実施

継続利用：継続（計画的保全対象）

築後３０年

9 ＳＳＳＳＳ

施 設 所 管 課 ○○課

計画的保全の取り組みにより
施設の長寿命化を図る。

継続利用：継続（計画的保全対象）

8 ＲＲＲＲＲ

7 ＱＱＱＱＱ

施 設 所 管 課 ○○課

計画的保全の取り組みにより
施設の長寿命化を図る。

継続利用：継続（計画的保全対象）

○○○区○○○丁目

延　床　面　積 3,000㎡

建　築　年　度

経　過　年　数

資産の総合評価

Ｈ３７年度のＰＦＩ事業契約終了に伴い、施設の所
有権が市に移転。
Ｈ３８年度～Ｈ４２年度を指定管理期間とし、当該
期間において施設のあり方を検討。

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 6,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

事業契約終了

指定管理者に
よる運営開始

指定管理者に
よる運営開始

6 ＰＰＰＰＰ

施 設 所 管 課 ○○課

ＰＦＩ事業契約終了に伴う所有
権移転に合せて、指定管理者
を選定し、当面は利用を継続。

継続利用：当面継続

Ｈ４４年度に大規模改修工事を実施予定。

【複合施設】○○センター

所　　在　　地

○○○区○○○丁目

延　床　面　積 3,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

築後３０年

5 ＯＯＯＯＯ

施 設 所 管 課 ○○課

計画的保全の取り組みにより
施設の長寿命化を図る。

継続利用：継続（計画的保全対象）

築後３０年を迎えるＨ４６年度を目途に、大規模改
修等に合わせて周辺類似施設での需要吸収等を
検討する必要がある。

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 2,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

4 ＮＮＮＮＮ

施 設 所 管 課 ○○課

継続利用：当面継続

築後４０年を目途に、空調改修工事を実施予定。

所　　在　　地

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 3,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

3 ＭＭＭＭＭ

施 設 所 管 課 ○○課

再配置計画（Ｈ３４年３月策定）
に基づき、Ｈ３７年度を目途に
ＬＬＬＬＬとの集約化を実施

継続利用：継続（計画的保全対象）

新施設工事の延長に伴い、本施設はH３８年度に
近隣の類似施設ＭＭＭＭＭへ集約化、解体工
事を実施。なお、跡地はＨ３９年度に売却済
（○億円）。

所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 2,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

2
ＬＬＬＬＬ
（廃止済み）

施 設 所 管 課 -

再配置計画（Ｈ３４年３月策定）
に基づき、Ｈ３７年度を目途に
ＭＭＭＭＭとの集約化を実施

-

Ｈ３４年３月に策定した再配置計画に基づき本施設
は近隣の類似施設ＨＨＨＨＨを集約化し、Ｈ
３８年度に新たに開設。

築後３０年
所　　在　　地 ○○○区○○○丁目

延　床　面　積 5,000㎡
取組予定

建　築　年　度

経　過　年　数
進捗状況

資産の総合評価

対 策 時 期

1 ＫＫＫＫＫ

施 設 所 管 課 ○○課

計画的保全の取り組みにより
施設の長寿命化を図る。

継続利用：継続（計画的保全対象）

H４２年度に空調改修工事を実施予定。

本施設は再整備し、H２７年４月に新たに開設した
ことから、計画的保全対象施設として評価替え。

対 策 時 期

対 策 時 期

対 策 時 期

対 策 時 期

対 策 時 期

対 策 時 期

対 策 時 期

対 策 時 期

対 策 時 期

取組予定

進捗状況

築後３０年

築後４０年

ＰＦＩ

耐用年限

耐用年限

新規整備に伴い施設概要を更新する。 

総合評価の結果等も「当面継続」や「見直し」

から「計画的保全対象」に変更。 

対策の進捗状況とともに、再配置などの実施

状況や結果を対策リストに反映し、更新。 

○○図書館を複合化 

比較的新しい施設については次期計画期間において

具体的な検討を行うなど、対策の優先順位を踏まえた

取り組みとする。 

当該計画期間での対策実施を基本とするものの、 

更新費用等の平準化や施設の実情等から、対策を 

先送りする旨を備考に記載。 


